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かながわ露頭マップ　～　「平山断層」
小田原啓（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに
　第 1 回（観測だより 58 号）では、

山北町と静岡県小山町の神縄断層の

露頭を紹介しました。今回は、山北

町平山の平山断層露頭を紹介したい

と思います。

場所：山北町平山。酒匂川沿いの東

京電力山北発電所の対岸（図 1

の★）。

緯度経度：北緯 35 度 21 分 18.9 秒、

東経 139 度 04 分 5.0 秒（世界

測地系）

アクセス：JR 御殿場線山北駅から

徒歩 20 分程度。酒匂川に架か

る足柄橋を渡り、少し行くと右

手に昇っていく道がありますの

で、上っていくと断層露頭の崖

上に到達します。梅林の中を

通って酒匂川に降りることがで

きます。ただし、対岸では発電

所からの水流があり、酒匂川増

水時には大変危険なため、天候

や安全に十分留意し、また、付

近には民家が存在するので、マ

ナーに気をつけて下さい。

平山断層
　この断層は山崎（1971）により、

東京電力山北発電所対岸の露頭（写

真 1、図 2）において、足柄層（足

柄層群）とその上位に不整合で重な

る段丘礫層を切る逆断層として初め

てその存在が報告されました。その

後、伊藤ほか（1982）による地質

学会講演発表の中で初めて平山断層

と呼ばれ、以後、その名称が広く一

般に定着することになります。

　上杉ほか（1996）は、この露頭

において、左横ずれ成分と逆断層成

分が 1:1 であること、平均変位垂直

速度は千年あたり 1 ｍであること、

５回の変位イベントの年代と変位量

を明らかにしました。同時にこの断

層の活動は等間隔ではなく、変位速

度も一定でないという特徴を指摘し

ています。

平山断層の南方延長
　天野ほか（1984）は、南足柄市

矢倉沢の内川河岸において、下盤が

箱根古期外輪山の凝灰角礫岩、上盤

が足柄層群のシルト岩・砂岩互層よ

りなる N29 E゚65 W゚ の走向・傾

斜を持つ逆断層を発見し、これを平

山断層の南方延長に相当する断層で

あると報告しました。なお、この矢

倉沢の露頭は護岸工事によって現

在は観察できなくなっています。ま

た彼らは、Kaneko （1970） が内川

河岸の露頭より南方延長線上、金時

山と明神ヶ岳との間において、約

3km にわたるほぼ南北方向の断層

地形を認めていることから、この間

に平山断層の延長が実在する可能性

が高いことを指摘しています。さら

に、 Kaneko （1970） が箱根古期外

輪山北部に、NNE-SSW から N-S 方

向の断層地形を多数報告している事

に触れ、これらのうちのいくつかが、

平山断層と同系統の成分をもつ断層

である可能性を示しました。

　天野ほか（1984）は、平山断層

が箱根火山の地下を通過して伊豆半

島の丹那断層と一連の構造線を形成

していると考えました。この見方に

図 1　平山断層露頭の位置。（国土地理院 1:25,000地形図「山北」より作成）
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則り、平山、丹那両断層を一括して

丹那－平山構造線と呼ぶこともあり

ます（Ito et al. 1989; Koyama and 

Umino, 1991）。

平山断層の活動
　平山断層の最新活動時期は 2600

年前頃とみられ（上杉ほか、1996）

その後の変位は検出されていませ

んが、天明小田原地震は被害地域

が北に寄っていることから、震央

域は足柄平野の北西から山北付近

にあるものと考えられ（宇佐美ほ

か、1984；石橋、1993）、平山断

層の分布域と重なります。天明小田

原地震は、伊豆地域の内陸地震の特

徴である前震・本震・余震型である

可能性であることや（宇佐美ほか、

1984；Utsu、1981）、震源から見

て石橋（1993）が推定する西相模

湾断裂の活動ではなく、丹那 - 平山

構造線の活動とする考えもあります

（萬年、2003）。
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写真 1　山北町平山、東京電力山北発電所対岸の平山断層露頭。

図 2　写真 1の説明。

　足柄層群日向層の上に不整合関係で段丘

礫層が重なり、さらに平山断層によって日

向層より古い年代の足柄層群瀬戸層が乗り

上げている様子を観察できます。




